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事業名 

 

 

一般県道久山港線（久山工区） 

事業 

区分 

 

一般県道 

事業 

主体 

 

 長崎県 

起終点 

 

 

自：長崎県
ながさきけん

諫早市
いさはやし

久山町
くやままち

 至：長崎県
ながさきけん

諫早市
いさはやし

久山町
くやままち

 

延長 

 

 

１．３０ｋｍ 

事業概要  

一般県道久山港線は、久山港周辺のスポーツパークいさはや、西諫早産業団地へのアクセス道路として

整備することで、港周辺の有効活用や一般国道34号周辺道路の混雑緩和を目的としている。 

    

H27年度事業化 

    

都市計画決定なし 

    

H29年度用地着手 

    

H30年度工事着手 

全体事業費    ４８ 億円 事業進捗率 ５５．６％ 供用済延長 ０．５ｋｍ 

計画交通量    ７，８００  台／日（Ｒ２２） 

費用対効果 

分析結果 

 

 

 

Ｂ／Ｃ   総費用   (残事業)/(事業全体) 総便益   (残事業)/(事業全体) 基準年  

(事業全体) １．１７ 

(残事業)  ５．０７ 

 

   11.20 /48.75億円 

 事 業 費：10.87/48.42億円 

 維持管理費：0.33/0.33億円 

更 新 費：0.00/0.00億円 

   56.83 /56.83億円 

 走行時間短縮便益：52.68/ 52.68億円 

 走行経費減少便益： 3.23/  3.23億円 

 交通事故減少便益： 0.91/  0.91億円 

  

令和6年 

 

 

感度分析の結果  

【全体事業】交通量変動 ：B/C=1.05-1.29（交通量±10％） 【残事業】交通量変動 ：B/C=4.56-5.60（交通量±10％） 

      事業費変動 ：B/C=1.14-1.19（事業費±10％）      事業費変動 ：B/C=4.60-5.65（事業費±10％） 

      事業期間変動：B/C=1.12-1.22（事業期間±1年）     事業期間変動：B/C=4.85-5.31（事業期間±1年） 

事業の効果等  

・地域間の交流推進（交流人口の拡大） 

関係する地方公共団体等の意見 諫早市より整備促進の要望があっている。 

事業評価監視委員会の意見 - 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

諫早市の中核工業団地において、ソニーセミコンダクタソリューションズ（株）の大型投資により、工場

の規模拡張が実施されている。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

令和5年度末までの事業進捗率は５５.６％、用地進捗は１００.０％と進捗しており、今後も工事を計画

通り行い、令和8年度の事業完成を目指す。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

地元や関係機関との協力体制のもと、今後も工事を計画通り行い、令和8年度の事業完成を目指す。 

施設の構造や工法の変更等  

終点部周辺の市道の工事期間中の通行止め期間を最小限にするため、水路の暗渠化を実施 

対応方針 事業継続 

対応方針決定の理由  

事業の必要性を考慮した結果、事業継続が妥当と判断される。 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
















